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ルボン酸を天然β-CDx の６位にアミド結合により導入した CDx 誘導体を合成し、この誘導体を光増感キラル
ホストとする水およびメタノールの 1,1-ジフェニルプロペンヘの光増感 anti-マルコフニコフ型極性付加反応
について検討している。その結果、比較的柔軟な錯体構造を有するため、ゲスト分子がホスト分子に包接され
ているにも関わらず、基底状態においても自由度が確保され、励起状態におけるエナンチオ区別過程において
溶液系に匹敵するエントロピー項の寄与があることを確認している。その効果を多次元的に制御することでこ
れまでの超分子光増感系では最高のエナンチオマー過剰率 26.4％を達成している。 
⑶ 上記の系とは対照的に、比較的剛直なホスト分子である、新規な面不斉を有するキラル分子クリップを合成し、
基底状態における分光特性ならびにゲスト分子に対するキラル識別能を明らかにしている。さらに、超分子光
化学へ応用展開の可能性を探るべく、1,1-ジフェニルプロペンヘの光増感不斉極性付加反応ならびにシクロオ
クタジエンの光増感エナンチオ区別異性化反応について詳細に検討し、ホスト骨格の面不斉は少なくともシク
ロオクタジエンのような小さな基質の超分子不斉光化学反応においてはあまり有効には機能しないことが示
され、今後キラル光増感ホストの設計・合成を行う上で重要な指針を得ている。 
 以上のように、本論文はこれまで未開拓の分野であった超分子系におけるエントロピーによる動的制御が、ホスト
分子ならびに超分子錯体の基底・励起両状態にある程度の自由度を導入することによって可能になることを初めて明
らかにしている。本研究で得られた成果は、キラル超分子光化学の新たな地平を切り開くものであり、今後当該分野
の発展に貢献するばかりでなく、関連分野への波及効果も大きい。よって本論文は、博士論文として価値あるものと
認める。 
